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田野 香織

ふるさと館が生まれかわりました！

開館：午前９時～午後５時（月曜日、年末年始休館）
電話：072―768―0389

＊
屋
根
を
ふ
き
か
え
ま
し
た
！ 

　

老
朽
化
で
雨
漏
り
も
あ
り
ま
し

た
が
、
万
全
で
す
。
日
が
差
す
と

新
し
さ
が
際
立
ち
ま
す
。

＊
屋
内
の
照
明
を
変
え
ま
し
た
！

　

水
銀
灯
か
ら
省
エ
ネ
タ
イ
プ
の

エ
バ
ー
ラ
イ
ド
に
変
更
し
、
明
る

く
な
り
ま
し
た
。

＊
展
示
品
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
変
え

ま
し
た
！

　

見
や
す
く
な
り
、
新
鮮
な
印
象

で
す
。

　

木
も
く
じ
き
し
ょ
う
に
ん

喰
上
人
の
直
筆
の
掛
け
軸

で
す
。
本
館
改
修
後
の
特
別
展
示

と
し
て
５
点
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
す
べ
て
個
人
所
有
の
寄
託
品

で
す
。

　

こ
れ
ま
で
５
点
が
揃
う
の
は
木

喰
ま
つ
り
な
ど
限
ら
れ
た
と
き
の

み
で
し
た
が
、
今
な
ら
ふ
る
さ
と

館
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

か
つ
て
、
ふ
る
さ
と
館
の
一
帯

は
山
で
し
た
。
住
民
の
生
活
を
支

え
る
た
め
、
切
り
開
い
て
現
在
ふ

る
さ
と
館
の
前
を
走
る
道
路
を
作

っ
た
際
に
広
い
土
地
も
で
き
ま
し

た
。

　

そ
の
頃
、
歴
史
の
長
い
土
地
柄

も
あ
り
、
町
内
に
は
歴
史
的
・
伝

統
的
な
品
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

時
代
の
流
れ
で
、
個
人
が
所
有
し

て
い
た
品
を
家
の
建
替
え
や
代
替

わ
り
の
際
に
寄
贈
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
貴
重
な
品
々
を
生
か
す

場
と
し
て
、
町
が
こ
の
広
い
土
地

に
郷
土
館
と
し
て
建
て
、「
ふ
る

さ
と
館
」
と
名
づ
け
た
本
館
が
、

昭
和
58
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
公
園
や
そ
の
他
の
施
設
が

あ
る
今
の
形
に
な
っ
た
の
は
平
成

11
年
で
す
。

　

収
蔵
総
数
は
約
１
０
０
０
点

で
、
江
戸
時
代
か
ら
昭
和
初
期
に

か
け
て
の
生
活
の
品
々
や
歴
史
的

に
貴
重
な
品
々
で
す
。
そ
の
中
か

ら
約
２
０
０
点
が
常
設
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
史
編
纂さ
ん
に
使
用
さ
れ

た
資
料
も
収
蔵
庫
に
保
管
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

年
間
利
用
者
数
は
、
本
館
が
約

５
千
人
、
公
園
が
約
１
万
５
千
人

で
す
。

　

本
館
は
、
町
内
の
人
は
も
と
よ

り
他
市
町
か
ら
も
多
く
来
館
さ
れ

ま
す
が
、
小
学
校
の
社
会
見
学
や

▲リニューアルしたふるさと館

▼創作室での陶芸教室

老
人
福
祉
施
設
な
ど
の
団
体
見
学

に
加
え
、
歴
史
街
道
を
散
策
さ
れ

る
人
た
ち
も
立
ち
寄
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ふ
る
さ
と
館
と
図
書
館

で
し
か
購
入
で
き
な
い
文
化
財
図

書
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
人

に
は
「
石
灯
籠
」「
猪
名
川
の
街

道
」、
子
ど
も
に
は
「
ま
ん
が
で

見
る
猪
名
川
の
歴
史
」
が
人
気
で

す
。

　

使
用
登
録
を
す
れ
ば
誰
で
も
予

約
の
う
え
、
多
目
的
で
利
用
で
き

ま
す
。

＊
催
し
会
場
（
有
料
）：
入
口
右

手
の
窓
が
全
て
開
放
で
き
、
自
然

の
眺
め
が
パ
ノ
ラ
マ
と
な
る
点
が

魅
力
で
す
。

＊
創
作
室
（
有
料
）：
４
部
屋
あ

り
、
３
つ
の
陶
芸
教
室
が
定
期
的

に
活
動
中
で
す
。

＊
公
園
：
芝
生
の
広
場
と
水
場
が

大
人
気
で
、
大
阪
か
ら
ア
ク
セ
ス

の
問
い
合
わ
せ
も
あ
り
ま
す
。

　

管
理
は
、「
木
津
上
ふ
る
さ
と

館
清
掃
グ
ル
ー
プ
」
に
業
務
委
託

さ
れ
て
い
ま
す
。
地
元
の
人
た
ち

の
活
躍
の
場
で
あ
り
、
丹
精
込
め

て
芝
生
や
花
の
手
入
れ
を
し
、
清

掃
を
し
て
、
常
に
美
し
く
維
持
さ

れ
て
い
ま
す
。

＊
そ
の
他
：
陶
芸
窯
（
有
料
）
や

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
（
無
料
）
も
あ

り
ま
す
。

恒
例
イ
ベ
ン
ト
（
今
年
の
日
程
）

＊
「
ほ
た
る
の
夕
べ
」：
６
月
11

日
（
土
）
＝
ほ
た
る
の
勉
強
会
や

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

＊
「
し
め
縄
作
り
」：
12
月
16
日

（
金
）
～
同
18
日
（
日
）
＝
毎
年
、

大
好
評
で
す
。
受
付
は
12
月
１
日

か
ら
の
予
定
で
す
。

　

そ
の
他
の
催
し
も
企
画
中
で
、

町
広
報
紙
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
自
然
講
座
や
歴
史
講
座
も
開

催
す
る
予
定
で
す
。

　

館
の
係
員
が
展
示
品
を
懇
切
丁

寧
に
説
明
し
て
く
れ
ま
す
。
そ
の

場
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
生
涯
学

習
課
の
学
芸
員
に
問
い
合
わ
せ
て

く
れ
ま
す
。

　

猪
名
川
町
の
宣
伝
も
係
員
の
大

切
な
仕
事
で
す
。
町
の
歴
史
、
お

す
す
め
の
訪
問
場
所
な
ど
を
教
え

て
く
れ
ま
す
。

至川西

至槻並

至篠山

猪
名
川主

要
地
方
道

川
西
篠
山
線

天澤寺

ふるさと館

楊
津
小
学
校

N

芝生
公園

こ
こ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

特
別
展
示

こ
れ
が
目
玉

誕
生
の
き
っ
か
け

収
蔵
内
容

利
用
状
況

他
に
も
施
設
が
い
っ
ぱ
い

イ
ベ
ン
ト
情
報

何
で
も
聞
い
て
く
だ
さ
い

　メープル猪名川の手前でつくし取りを
してから来ました。公園の芝生でお弁当
の後、みんなで思い切り体を動かして楽
しみました。後で本館にも立ち寄ってみ
ます。帰りは道の駅で野菜を買います。
　どこも込み合うゴールデンウイークに
は絶好の穴場です。夏には子どもたちは
人工水路で水遊びし、虫取りも楽しみま
す。
　ガイド本の紹介を見たのがきっかけで
すが、車で 1 時間のところにこんな素敵
な場所があるのは嬉しく、すっかりリピ
ーターです。

　

現
在
ふ
る
さ
と
館
に
保
管
さ
れ

て
い
る
資
料
の
中
に
は
、
ゆ
う
あ

い
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
内
に
か
つ
て

あ
っ
た
伊
丹
高
校
猪
名
川
分
校
に

保
管
さ
れ
て
い
た
昔
の
品
々
も
含

ま
れ
て
お
り
、
ふ
る
さ
と
館
誕
生

の
際
に
移
管
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ふ
る
さ
と
館
の
敷
地
内

に
は
、
昔
の
人
達
が
力
比
べ
で

使
っ
た
大
き
な
「
力
石
」
な
ど
も

あ
り
ま
す
。【
い
な
が
わ
特
派
員
】

編 

集
後 

記
編 

集
後 

記

▲木喰上人の直筆
の掛け軸

▲館内の展示品

▼自然の眺めがパノラマ
となる催し会場

　４月１日、ふるさと館がリニューアル
オープンしました。
 町の歴史と豊かな自然に出合えるその
深い魅力をご紹介します。

▲人工水路での水遊び（芝生公園）

尼崎から遊びに来ました！
リピーターの北谷さん

本紙は古紙配合率70%の紙に、植物性大豆油インキで印刷しています。11,100部作成し、1部当たりの単価は28.7円です。
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